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本⽇のトピック

• 1．NII研究データ基盤の紹介
• （1）NII研究データ基盤（管理・公開・検索）の概要
• （2）研究データ管理基盤（GakuNin RDM）
• （3）研究データ公開基盤（WEKO3, JAIRO Cloud）
• （4）研究データ検索基盤（CiNii Research）
• 2．NII研究データ基盤の利⽤と導⼊
• （1）研究の現場における利⽤のイメージ
• （2）機関における導⼊と利⽤のイメージ
• （3）⼤学へのNII研究データ基盤の導⼊⽅法
（情報基盤センター、図書館および各部局との連携）
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1．NII研究データ基盤の紹介
（1）NII研究データ基盤（管理・公開・検索）の概要
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セキュリティ強化クラウド活⽤⽀援

⼤学間連携⽀援

学術コンテンツ基盤

HPCI認証

学術認証
フェデレーション

学術情報の公開・共有

国内回線 全都道府県100Gbps化
海外（⽶国・欧州・アジア）との⾼速接続
多様化するニーズに応えるSDNなどの最新ネットワーク技術の導⼊

学術情報ネットワークの構築・運⽤

クラウド利活⽤促進による
⼤幅なIT経費削減・
研究教育環境の⾼度化

学術情報流通と
オープンアクセスの推進
オープンサイエンスの推進

仕様統⼀したシステムによる
⼤学間連携、各種資源の
相互利⽤の促進

クラウド⽀援サービス
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学術情報基盤の全体像
u全国を網羅する超⾼速ネットワークを構築し、その上で、認証、クラウド、セ
キュリティ、コンテンツ流通（オープンサイエンス含む）機能を強化

SINET直結クラウド

電⼦証明書による安全な認証
⾼性能VPNによるセキュアな通
信環境の提供
サイバーアタック対策

⾼性能VPN

電⼦証明書

無線LAN
ローミング

超⾼速・⾼機能回線

アクセス回線共同調達

セキュリティ基盤

⼤学などの学術研究・教育活動の連携・推進



研究データ管理
(RDM: research data management)とは
•研究者にとって、⾃⾝の研究の透明性・再現可
能性を⾼める⽬的で、研究者⾃⾝が論⽂・書籍
の執筆や特許出願に関連する研究・調査の結果
データを保存し、必要に応じて過去の研究デー
タを提出可能な形で中⻑期的に管理すること。
•所属機関にとって、⾃機関の研究者の権利の保
護や、研究不正等の発⽣時の不正追求のために、
研究者が執筆した論⽂に関連する研究データを
管理・公開すること。公正な研究データの公開
によるブランド⼒向上、インシデントの未然の
防⽌や迅速な対応などガバナンス強化、⾃機関
の研究者のアクティビティの把握による研究推
進などのメリットがある。
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研究データ管理の必要性
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ポリシー

研究推進（オープンサイエンス） 研究倫理（研究公正）
• 研究の再現性の確⽴
• 研究データや研究記録の正確性、
完全性、真正性、信頼性の保障

• 時間や資源を節約し効率的に研究
• データセキュリティの強化とデー
タ消失リスクの最⼩化

さきがけ、CREST等の公募要領より
データマネジメントプランの作成及び実施について
・・・研究代表者は、研究チームの成果として⽣
じる研究データの保存・管理、公開・⾮公開、及び
公開可能な研究データの運⽤指針を以下の項⽬毎に
まとめた「データマネジメントプラン」を研究計画
書と併せてJSTに提出していただきます。
また、上記⽅針に基づいてデータの保存・管理・
公開を実施していただきます。・・・

京都⼤学の研究担当理事裁定制定より
【監督者等の責務】
監督者等は、研究データの保存期間を含む保存計
画を作成し、当該監督⼜は指導する教職員等に提
⽰するとともに、研究データを適切に保存するた
めの環境を整備するものとする。なお、特段の事
情がある場合を除き、保存計画により定める保存
期間は、当該論⽂等の発表後少なくとも１０年と
し、これを下回って定めてはならない。

組織内におけるポリシー 研究費助成機関におけるポリシー



海外⼤学の研究データ管理・公開サポート例

• 2011年にエディンバラ⼤学がイギリスで最初に機関の研究データ
管理ポリシーを作成

• 3つのセクションにおいて、 研究者の責任、⼤学の責任、共同の
責任について⾔及
• 研究者の責任

• 全ての新しい研究計画には、データの取得、管理、完全性、機密性、保存、共有、
公開について記述された、研究データ管理計画書が含まれなければならない。

• ⼤学の責任
• ⼤学は、研究プロジェクトの実施中や終了後に、研究データを利⽤、バックアップ、
登録、⻑期保存できる仕組みとサービスを提供する。

• 共同の責任
• 国際的なデータサービスや研究領域のリポジトリなどに保存されたデータも、⼤学
に登録されるべきである。

• 助成の条件でない限り、研究データの再利⽤や公開する独占権を、データの再利⽤
を可能とする権利を残すことなく、商業出版社や代理店に渡すべきではない。

9http://id.nii.ac.jp/1280/00000019/ より抜粋

2012年にはRDMロードマップを作成しRDMサービスを⽴ち上げ開始



イギリスの研究費助成機関のポリシー⼀覧
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Data plan: 申請時にデータの取得、管理あるいは公開に関する計画を必要としている機関

⽇本の研究費助成機関でも義務化が始まっている

Data Curation CenterによるFunders’ data policiesのまとめ
http://www.dcc.ac.uk/resources/policy-and-legal/overview-funders-data-policies



エジンバラ⼤学のRDMサービス
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研究データ
管理計画

研究データ
ストレージ

研究データ
公開基盤

研究データ
管理トレーニング

４つのサービスで研究データ管理をサポート



研究データ公開の必要性
2013年6⽉ G8科学⼤⾂会合の研究データのオープン化声明への調印
2015年3⽉ 内閣府のオープンサイエンスに関する報告書
2016年1⽉ 第5期科学技術基本計画のオープンサイエンスへの⾔及
2016年7⽉ ⽇本学術会議のオープンサイエンスに関する提⾔
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オープンサイエンス

市⺠科学
産学連携

研究者間の
格差是正

成果の再利⽤で研究の加速化
• 共同研究への積極的な展開
• 研究成果の再現性が向上

研究者の適切な評価
• 若⼿研究者のVisibility向上
• 実験者や解析者にも脚光

ラボ

研究
データ
管理

Research Data

コミュニティ

• オープンアクセス
• オープンリサーチデータ

Web2.0

Science2.0



•研究活動や成果物の多様化
• 論⽂，雑誌，書籍，研究者，データ，ソフト
ウェア，プレプリント，ファンド，研究計画，
データ管理計画，発表資料，ポスター，…

•どうやって発⾒可能にするのか

13

オープンサイエンス時代の検索



オープンサイエンス対応－研究データ基盤
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• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利⽤
が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期



NIIオープンサイエンス基盤研究センター
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http://rcos.nii.ac.jp/センター⻑︓⼭地⼀禎教授



（2）研究データ管理基盤（GakuNin RDM）
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オープンサイエンス対応 － 研究データ基盤
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• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利⽤
が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期



研究データ基盤による研究活動のサポート
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⼤学等研究チーム

データ管理基盤

データ公開基盤

データ検索基盤

○ 従来知⾒（論⽂や実験
データ）の取得、整理

○ 独⾃の実験データや解析
結果の管理、共有

Hot
Storage

新たな研究成果

○ 執筆論⽂の管理、共有
○ 図表等の管理、共有
○ エビデンスデータの整理

公開OK ⾮公開希望 Cold
Storage

⾮公開データの⻑期保存ファイル＋メタデータ

○ 図書館員、キュレータに
よるメタデータチェック

○ DMPとの整合性確認
○ エンバーゴの設定
○ DOIの付与

図書館員
キュレータ

などがサポート

○ 他の論⽂等とのリンク情
報を機械的に付与

○ 名寄せ処理などを実施
○ 各公開基盤（機関リポジ

トリ）からの情報を収集

情報基盤センター
などが管理

⾮公開・ラボ公開・インターネット

新しい研究着⼿

実験・解析

論⽂執筆・投稿

論⽂採録論⽂・データ登録

公開

従来知⾒調査

海外サービス連携



研究データにおけるビッグデータ、
コレクションデータとロングテールデータ
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https://www.eudat.eu/eudat-service-road-map

IoT (internet of things), 
HPC (high performance computing)

分野リポジトリ等

ビッグデータ

コレクションデータ

ロングテールデータ
研究室や個⼈のPC

量

頻度
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データ管理基盤



データ管理基盤
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研究プロジェクト単位で
ファイルなどを管理

学認と連携しVO(仮想組織)
メンバーでファイルを共有

研究データ管理基盤

クラウドストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

⼤学・研究機関毎の既存のクラウドストレージの
事情に合わせてプラグインをカスタマイズ

フロントエンドはNIIが提供

機関毎に準備 NIIストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

NII提供の最⼩限の
デフォルト領域

データ管理基盤

プロジェクトリーダー
込⼭悠介 助教

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]

機関提供のストレージを利⽤し
研究証跡を保存・保護



GakuNin 学認（学術認証）: 
NIIが提供の学術認証フェデレーションのサービス

• 学認はSecurity Assertion Markup 
Language (SAML) とShibbolethに対
応した認証サービス.

• サービス提供者は学認を⽤いる
事で、共通の認証⽅式をシステム
に組込み可能.
• IdP: identify provider
• SP: service provider
• DS: discovery service
• mAP: member attribute provider (グルー
プ管理)

• エンドユーザーは⾃機関のIDで、
各サービスにシングルサインオン
が可能.
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https://www.gakunin.jp/En-fed/



GakuNin RDM (Research Data Management) サービス

学認 (学術認証フェデレーション) のDS (discovery service)でログイン.

GakuNin DS

24

データ管理基盤



GakuNin RDM利⽤の流れ
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プロジェクトの作成 ストレージの接続
プラグインの選択

共同研究者の選択

ファイルの管理・共有
• バージョン管理
• プレビュー
• アノテーション

① ②

③④

データ管理基盤



GakuNin RDMと連携可能な外部サービス
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データ管理基盤

• データ解析
• JupyterHub
• Galaxy

• 図表・スライド共有
• Figshare

• ソースコードレポジトリ
• GitHub
• BitBucket
• GitLab

• 機関レポジトリ
• WEKO2
• Dataverse
• SWORD互換

• ⽂献管理ツール
• Mendeley
• Zotero 

研究者がよく利⽤するストレージ、データ解析、レポジトリ、⽂献管理ツールと連携

⻘字︓開発中• クラウドストレージ
• パブリック

• Amazon S3
• S3互換ストレージ
• Azure Blob Storage
• Box
• Dropbox
• Google Drive
• One Drive

• プライベート
• ownCloud
• NextCloud
• OpenStack Swift

• API ver2, ver3

さくらクラウド、
IDCF等



データ解析ソフトウェア連携
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データ管理基盤

• データ解析プラットフォームJupyterHub⽤のGakuNin RDMアドオンを開発
• 連携によりシステム間でのデータ⼊出⼒が容易に
• 双⽅のアプリケーションでの認証は学認に対応

接続

JupyterHub
・プログラミング
・実⾏

GakuNin RDM
・ストレージ
・リポジトリ



データ解析ソフトウェア連携の利⽤イメージ

(1) ディレクトリをGakuNin RDMから
JupyterHubへ出⼒

(2) JupyterHubでファイルを
確認

(3)プログラミング＆実⾏ (4)実⾏結果をJupyterHub
からGakuNin RDMへ出⼒

(5) GakuNin RDMでファイル
を確認

(6) IPython Note Book (ipynb) 形式は
プレビューワーにも対応

GakuNin RDM側

JupyterHub側

⼀次データ

データ処理

処理後データ

⼊⼒ 出⼒

確認

データ管理基盤



ワークフローツールとの連携

29

データ管理基盤

画⾯は開発中のイメージです。

Galaxyを⽤いた、科学計算プログラムの⾃動処理と
GakuNin RDMのストレージの連携



デスクトップクライアント

30

Nextcloud Clientを拡張したGakuNin RDMとデスクトップPCの同期

データ管理基盤

画⾯は開発中のイメージです。



プラグインソフトウェア開発キットの提供

31

⽤途
• 開発者向けにユースケースを想定
• GakuNin RDMプラグインSDKを開発

各機関や各研究分野のサービスと接続
するために、Pythonのソースコードを
テンプレートとして出⼒

ユースケースの例
・利⽤する機能を選択
・利⽤ストレージを選択
・接続情報を登録
・プロジェクトメンバーの決定
・パーミッションの設定
・プロジェクト作成
・ウィジット画⾯利⽤
・制御された画⾯を利⽤
・コンテンツ閲覧・利⽤
・コンテンツ出⼒
・コンテンツ編集・操作
・操作ログの閲覧
・外部サービスの利⽤
・外部サービスの認証
・外部サービスからのデータ取得

データ管理基盤



プラグインSDKを埋め込んだイメージ

32

プラグインSDK
とマニュアルの提供

• ⼤学・研究機関と連携し⽬的特化型の独⾃プラグインの開発
• 研究データ基盤の開発者コミュニティの形成

データ管理基盤



データ管理基盤とデータ公開基盤の役割

研究者
• データ管理機能
• 研究証跡の記録機能
• 公開基盤連携機能
• ⾮公開データ⻑期保存機能
• …

33

図書館員・URA
• メタデータ管理機能
• データ公開機能
• 管理基盤連携機能
• DOI機能
• …

データ管理基盤 データ公開基盤

⼤学における業務と整合するように機能を整備

リポジトリ
アドオン



研究証跡保存機能
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Time 
Stamp

2007.11.
8

10:05:32

時刻認証局
TSA ( Time Stamp Authority )

機関管理

国⽴情報学研究所[Test] プロジェクトログ

機関ログ

データ管理基盤

タイムスタンプリクエスト
（データのハッシュ値）

TST ( Time Stamp Token )
認証局のデジタル署名



機関向け管理機能

35

データ管理基盤

• 機関契約のクラウドストレージを接続
• 利⽤できる外部サービスの選択
• 機関利⽤者に関するログ取得

画⾯は開発中のイメージです。



統計情報

PDFファイル出⼒

ストレージの統計情報の表⽰欄
・登録ファイル数（全登録
数）
・ファイルの合計サイズ
・ファイル形式毎の登録件数

36

画⾯は開発中のイメージです。

データ管理基盤



メンテナンス案内

「メール送信」、「SNS配信」、
「Push通知」の切替選択

「SNS配信」や「Redmine配信」
に関する設定

メンテナンス案内への
リンク追加

画⾯は開発中のイメージです。

データ管理基盤



メンテナンス案内 –プレビュー

送信内容のプレビュー

OSF Admin権限 送信範囲

統合管理者 Super User 全OSFユーザ

機関管理者 Staff
機関管理者が所属するInstitutionに所属する
全てのOSFユーザ

メール、SNS、およびPushの送信範囲

画⾯は開発中のイメージです。

データ管理基盤



GakuNin RDMはマイクロサービス構造

39

wiki

Web app.

API

single sign-on

file storage interaction

preview rendering

full text search

document DB

RDBMS

distributed task queue

periodic task

message broker

periodic task

universal office converter

reverse proxy

Micro Services middleware

データ管理基盤



国内外との研究開発連携

40

データ管理基盤

GakuNin RDM

オープンサイエンス基盤研究センター

学術ネットワーク
研究開発センター 学術認証推進室クラウド基盤

研究開発センター

⼤学ICT推進協議会 (AXIES)
研究データマネージメント部会

オープンアクセスリポジトリ推進協会
(JPCOAR) 研究データTF

基盤センターとの連携
（機能要件、機関ポリシー）

図書館との連携
（RDMトレーニング）

• セキュアNW
• サービスデプロイ

• ⼤学ストレージ調達
• データ解析基盤

• 認証連携基盤の普及
• VOサービスの普及

国際連携



NII will conclude MoU with COS NII—COS technical corroborations

Source cord sharing with NIICOS office in Charlottesville, VA, US

Center for Open Science (COS)

OSF Externally Hosted Services

MFR

WaterButler

OSF

Load Balancer

Browser Load BalancerWeb

File 
Download

Load BalancerFile
Render

PostgreSQL
Django

DjangoDjango

Django
DjangoWaterButler

Django
DjangoMFileRenderer

Django
DjangoWaterButler

OSF

Authorization

Django
DjangoMFileRenderer

WaterButler

External Storage

External Storage

Browser

Browser

Browser

OSFAuthorization can potentially be replaced with an externally hosted authorization service

External Storage are currently hosted outside of COS

WaterButler

MFR

can potentially be hosted outside of COS

can potentially be hosted outside of COS

41

データ管理基盤



（3）研究データ公開基盤（WEKO3, JAIRO Cloud）

42



オープンサイエンス対応 － 研究データ基盤

43

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利⽤
が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期
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データ公開基盤
新システム
• 管理基盤（研究者）と公開基盤（図書館員＆URA）の機能を切り分けて
次世代機関リポジトリとしての機能の先鋭化

• システム内部のコンポーネント化を徹底することで拡張性と運⽤性を⾶
躍的に向上

45

どう変わるか︖
• 研究者にとって研究成果を簡単に公開できるようになる
• 研究データ向けのIFにも随時対応し⼤容量データ登録も可能になる
• 機関リポジトリだけでなく分野別リポジトリにも活⽤しやすくなる

DB

リポジトリシステム

全⽂検索 画像処理 外部APICache 統計処理

タスク管理

最新のアーキテクチャーと機能を備えたデジタル
リポジトリシステムを国際連携のもとで開発

新システム
リポジトリ
システム

全⽂検索 統計処理

DB

画像処理 外部API

旧システム

データ公開基盤

登録

プロジェクトリーダー
林正治 特任助教



JAIRO Cloud

46

IR IR IRIR IR

JAIRO Cloud

クラウド型の機関リポジトリサービス
運⽤・管理

システム

開発

データ公開基盤



⽇本の機関リポジトリ
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2 10 58 101 144 193 228 260 284 301 316 310 285 256 252

73
130

210
288

396 498 504
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2005.3 2006.3 2007.3 2008.3 2009.3 2010.3 2011.3 2012.3 2013.3 2014.3 2015.3 2016.3 2017.3 2018.3 2018.4

■ JAIRO Cloud構築中
■ JAIRO Cloud公開
■独⾃構築

808 IRs 

データ公開基盤



これまでのWEKO２
• 開発理念︓

研究成果の共有が進む学術社会を作りたい

⽂献の扱いを中⼼とした機能を提供
実ユーザ（JAIRO Cloud）の声を常に反映し⾼機能化

→2020年リプレースを計画

• 特徴︓
• NetCommons2(NC2)モジュール
• DSpace, EPrints などと等価の機能
• カスタマイズ可能なメタデータ項⽬定義・配信機能
• SWORD Client for WEKO (SCfW)による⼀括登録

機能

48

データ公開基盤



次期WEKOに求められる役割

49

• ⽂献リポジトリとして
• 機関や研究費助成機関からの義務化に対応

• 機関内における異なるワークフローに対応可能
• 登録や公開のワークロードを軽減できる機能提供

• JAIRO Cloudサービスとしての成熟
• 国内の全機関が利⽤してもサービスの可⽤性・信頼性・保守性を担保

• データリポジトリとして
• 論⽂と関連したエビデンスデータの簡便な登録
• 多様な利⽤形態や機能要件に対応
• スケーラビリティを確保

の開発へ

データ公開基盤



WEKO3の開発理念

50

研究成果の共有から活⽤へ

つながる つなげる

データ公開基盤



WEKO3の概要
• 開発理念︓

研究成果の活⽤が進む学術社会を作りたい
• 開発⽅針︓

• WEKO2の機能性を踏襲・強化
• JAIRO Cloudとしての可⽤性・信頼性・保守性の確保
• ⽂献・データリポジトリとしての機能要求に対応

51

データリポジトリとしての実績
洗練されたシステム・アーキテクチャ

⽂献リポジトリとしての実績
実ユーザの声を反映し⾼機能化

データ公開基盤



WEKO３のシステム・アーキテクチャ

52

Load brancer

WKEO3
(Invenio3)

Elasticsearch

Redis
(Cache)

RabbitMQ
(Broker)

 Celery
(Worker)

PostgreSQL

Nginx

Storage

Ingest 
Workflow

SWORD

Host OS FileSystem

Apache

PHP

Maple

NetCommons2

WEKO NC2
Modules

Infrastructure

MariaDB

OLD

NEW

NetCommons2 Module から Invenio3ベースのシステムへ
スケーラビリティがより⾼いアーキテクチャを採⽤

データ公開基盤



WEKO3の主な特徴
• 簡便セルフアーカイブ機能

• Gakunin RDMとの連動機能の提供
• カスタマイズ可能な公開ワークフロー機能

• WEKO2のワークフロー機能を強化
• カスタマイズ機能の追加
• 登録・公開ワークロード軽減機能の提供

• コレクション機能
• 特定のコレクション毎にアイテムを表⽰・提供する機能
• WEKO2のメタデータ項⽬定義・配信機能を強化し、分野に

応じたメタデータの出⼒
• 外部システム連携機能（Web API）

• WEKO3からの情報取得が可能となるAPIの提供

53

JPCOARスキーマへの対応

データ公開基盤



WEKO2との互換性について
• 原則、WEKO2の機能はWEKO3 で利⽤可能

• アーキテクチャ変更に伴う、部分的な機能強化、機能変更、デザイ
ン変更の可能性あり

• SCfWはウェブアプリケーションとして実装予定
• 機能は現⾏のSCfWを原則踏襲

• Yハンドルの新規発⾏は停⽌。運⽤は継続
• 参照しやすいURLの提供およびDOIの利⽤を推奨

• NetCommons2の機能は限定実装
• お知らせ、ページ作成機能など需要の⾼いモジュールの機能に限定
して実装

• 機能実装予定のないモジュールの利⽤機関には個別対応予定

54

データ公開基盤



アイテムタイプ

WEKO3のデータモデル

アイテムタイプ
(version)

アイテム
（メタデータ＋コンテンツ）

プロパティ

プロパティ

カスタムプロパティ

アイテム
（メタデータ＋コンテンツ）

アイテム
（メタデータ＋コンテンツ）

テキスト
テキストエリア
チェックボックス
選択式（ラジオ）
選択式（プルダウン）
⽒名
…

jpcoar oai_dc

メタデータスキーマ

マッピング設定

junii2形式 oai_dc形式

プロパティ

プロパティ

プロパティ

追加可能

定義可能

WEKO2を拡張して実装

これまでよりも
柔軟なメタデータ表現が可能

55

データ公開基盤



WEKO3: ⼀覧表⽰

画⾯は開発中のイメージです。

インデックスツリー機能
アイテム⼀覧表⽰
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データ公開基盤



WEKO3︓詳細画⾯

プレビュー機能

画⾯は開発中のイメージです。
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データ公開基盤



WEKO3︓アイテムタイプ編集

画⾯は開発中のイメージです。
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データ公開基盤



WEKO3︓マッピング

画⾯は開発中のイメージです。
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データ公開基盤



WEKO3:インデックスツリー編集

画⾯は開発中のイメージです。
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データ公開基盤



WEKO3:アイテム登録

画⾯は開発中のイメージです。
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データ公開基盤



データ公開基盤
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データ公開基盤

• JAIRO Cloudへの展開
• 2019 試⾏運⽤
• 2020 正式運⽤

• 多様なドメインとの連携
• 分野別リポジトリ

• 分野特有の機能実装
• 付加価値サービス

• API連携・利⽤

• 国際連携
• COAR（特にNGR機能の実装）
• CERN & Invenio Community

2017年開発︓WEKO2機能、基本UIの開発
2018年開発︓ワークフロー機能の強化とUIの改善、エビデンス

データ登録機能の開発、運⽤基盤環境の構築



（4）研究データ検索基盤（CiNii Research）

63



オープンサイエンス対応 － 研究データ基盤

64

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利⽤
が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期
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データ検索基盤
データ検索基盤

66

• 公開基盤や外部DB上の研究データのメタデータを対象とした検索
• タイトル・作成者・作成⽇時・フォーマット等

• 研究活動を取り巻く情報のつながりを利⽤した発⾒
• ⽂献・データ・研究者・研究課題・助成機関等

従来の研究成果物
DOI, Handle, URI, 

ISBN, ISSN...

研究プロジェクト
研究課題番号

助成機関
Crossref Funder, 
GRID, ISNI...

所属機関
機関番号, GRID, ISNI...

研究者番号,ORCID...

研究者

研究データ
DOI, URI...

研究活動

プロジェクトリーダー
⼤向⼀輝 准教授



NII-REO

I学術機関
リポジトリ

⼤学・学術機関

図書・雑誌情報 研究情報

600機関以上

J-Stage
(JST) NDL 

他機関のDBサービス

論⽂情報

⼤学
図書館等
⼤学

図書館等 1,321機関

JSPS MEXT

論⽂情報の
メタデータ・
リンク情報
1,973万件

CiNii
Articles

機関リポジトリ搭載
の学術情報の

メタデータ・リンク情報
250万件

学術出版社

学協会学協会
学協会

科学研究費助成事業の
研究課題・成果情報

79万件

収集

アーカイブ

電⼦化

収集

機関発信情報

NII-DBR

専⾨学術
情報資源

（データベース）
194万件

専⾨学術情報

NACSIS
-CAT

受⼊

OUP
Springer

＊データ件数は平成29年3⽉末現在（⼀部は2⽉末）

海外電⼦ジャーナル
等の本⽂情報
390万件

⼈社系電⼦コレ
クション 50万件

共⽤
リポジトリ

CiNii
Books

図書・雑誌の
書誌・所在情報
書誌1,153万件
所蔵1.37億件

KAKENCiNii
Dissertations

博⼠論⽂の
メタデータ・
リンク情報

62万件

データ統合

学術コンテンツ事業の現状
論⽂情報

JAIRO
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学術情報センター以来、30年以上に亘って、⼤学図書館等と連携しながら、多様な
学術コンテンツを確保し、整備し、提供する事業を展開

データ検索基盤



⽇々の研究活動の関係研究データの検索

検索基盤CiNii Researchの⽬的

68

管理基盤

公開基盤

国内のDOI

海外のDOI

研究者情報

書籍

論⽂・紀要・博⼠論⽂

研究プロジェクト

研究データ

データ検索基盤



CiNii Research 開発のステップ
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データ集約 データ統合 検索サービス

機関研究費

研究者 プロジェクト

研究成果
論⽂

書籍

データセット

博⼠論⽂

⺠間助成データベース

データ検索基盤



検索基盤のユーザインターフェース

70

画⾯は開発中のイメージです。

データ検索基盤



CiNii Researchの研究データ検索の結果

71

画⾯は開発中のイメージです。

データ検索基盤



研究データに紐付く他の研究や論⽂が検索が可能
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画⾯は開発中のイメージです。

データ検索基盤



CiNii Researchのデータフロー
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Biblix (DOIs)

研究者DB

研究成果DB

識別
重複解消
リンク作成

研究者

成果物

プロジェクト

組織

ファンド

論⽂データ

機関リポジトリ

書籍データ

⺠間助成データベース

検索エンジン

データ検索基盤



データ検索基盤

74

• 国内リソースへの展開
• 2019試⾏版提供
• 2020正式版公開

• 多様なドメインとの連携
• 国内研究分野DB
• サービスレベルの連携
• API提供・利⽤

• 国際連携
• OpenAIRE
• データレベルの連携
• ナレッジグラフの相互利⽤

2017年開発︓対象データの収集とAPI設計、UIの初期実装
2018年開発︓ナレッジグラフの構築とUIの改善、運⽤基盤構築

データ検索基盤



2．NII研究データ基盤の利⽤と導⼊
（1）研究の現場における利⽤のイメージ
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研究データ基盤による研究活動のサポート (再掲)

76

⼤学等研究チーム

データ管理基盤

データ公開基盤

データ検索基盤

○従来知⾒（論⽂や実験
データ）の取得、整理

○独⾃の実験データや解析
結果の管理、共有

Hot
Storage

新たな研究成果

○執筆論⽂の管理、共有
○図表等の管理、共有
○エビデンスデータの整理

公開OK ⾮公開希望 Cold
Storage

⾮公開データの⻑期保存ファイル＋メタデータ

○図書館員、キュレータに
よるメタデータチェック

○DMPとの整合性確認
○エンバーゴの設定
○DOIの付与

図書館員
キュレータ
などがサポート

○他の論⽂等とのリンク情
報を機械的に付与

○名寄せ処理などを実施
○各公開基盤（機関リポジ
トリ）からの情報を収集

情報基盤センター
などが管理

⾮公開・ラボ公開・インターネット

新しい研究着⼿

実験・解析

論⽂執筆・投稿

論⽂採録論⽂・データ登録

公開

従来知⾒調査

海外サービス連携



研究現場でのNII研究データ基盤の利⽤ユースケース

CiNii Research で先⾏研究の論⽂や研究データを検索

GakuNin RDMに論⽂や実験データを保存して管理

共同研究者間での限定的なデータ共有やデータ解析

論⽂出版後にWEKO3 で研究データを⼀般公開

WEKO3で公開された研究データをCiNii Researchで検索
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（2）機関における導⼊と利⽤のイメージ
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機関の利⽤モデルに沿った展開
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データ管理基盤

新たな研究成果

新しい研究着⼿

実験・解析

論⽂執筆・投稿

論⽂採録

論⽂・データ登録

公開

業績DB連携

研究データ管理計画

解析ツール連携

B機関の利⽤パターン

剽窃チェック

Aラボの利⽤パターン

部局や機関ごとの利⽤
フローに合わせて
GakuNin RDM利⽤のテ
ンプレートや接続機能、
利⽤フローをカスタマ
イズ可能

投稿論⽂
管理アドオン



GakuNin RDMの提供⽅法 (再掲)
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データ管理基盤

スタンダード版 エンタープライズ版オープンソース版

開発
ソースコード デプロイツール

• パブリッククラウド上の
SaaSとしてNIIが提供

• 機関が⽤意するストレージ
を接続して利⽤可能

• 学認による認証

• 機関のポリシー上スタン
ダード版ができない場合

• デプロイコードの提供、あ
るいはNIIが直接デプロイ

• 機関のIdPによる認証

• 機関が独⾃にGakuNin RDM
を運⽤したい場合

• ソースコードとドキュメン
トを提供

• 運⽤のノウハウを共有

機関のポリシー等の制約などにも対応できるように
いくつかの運⽤オプションを検討中



セキュリティ観点からのGakuNin RDMのデプロイ⽅式

NIIが契約機関に対して、
商⽤クラウドまたはオンプレミス上の
Kubernetes環境にGakuNin RDMをデプロイ
し運⽤までを⾏うサービス。

エンタープライズ版（サーバ専有・専⽤データベース・ネットワーク独⽴型デプロイサービス）

オンプレミス上の
・専⽤サーバ
・専⽤ネットワーク
・専⽤データベース

商⽤クラウド上の
・専⽤サーバ
・専⽤ネットワーク
・専⽤データベース

Amazon Web Services
Microsoft Azure
Google Cloud Platform

継続的デリバリー

システムを
デプロイ

オープンソースソフトウェア版（組織内システム統合向けテーラーメイド型オプション）

研究リポジトリ

データ解析サーバ

スパコン連携サーバ

実験装置連動サーバ

オンプレミス上の
・専⽤ネットワーク
・専⽤サーバ
・専⽤データベース
・⾃機関のシステム統合

継続的インテグレーション

学術機関の組織内のシステム統合のために、
NIIが契約機関に対し、
ソフトウェア品質検査を経た
最新のGakuNin RDMソースコードを
オープンソースソフトウェアとして提供。
開発者コミュニティ向けに技術情報も公開。

ソースコード
の提供

学術機関
組織内

学術機関
組織内システムを

デプロイ

データ管理基盤



SINET5–Cloud接続サービス

82

SINET5: 
学術情報ネットワーク(SINET)は、⽇本全国の⼤学、研究機関等の学術情報
基盤として、国⽴情報学研究所(NII)が構築、運⽤している情報通信ネット
ワークです。 SINETの「クラウド接続サービス」は、加⼊機関とクラウド
提供事業者間のL2VPN接続を提供するものです。

⼤学

研究機関

クラウドプロバイダ
のデータセンター

Amazon

Microsoft

クラウドプロバイダ



学認クラウド導⼊⽀援サービスの提供

⼤学・
研究機関

クラウド
事業者

学認クラウド 導⼊⽀援サービス

üチェックリスト回答検証と⼤学･研究機関
への提供

ü⼤学･研究機関のニーズ共有
üその他 (情報共有、ワークショップなど)

• 利活⽤セミナー
• スタートアップガイド
• チェックリスト
ü検証済チェックリスト回答参照
ü個別相談
üその他 (情報共有、ワークショップなど)

仕様策定
クラウドの調達

⼤学･研究機関向け
商品の提案

üは参加機関･事業者向けサービス

uクラウド⽀援室では、⼤学等がクラウドを選択する際の基準やその導⼊・活⽤
に関わる情報を整備・流通・共有するためのサービスを⾏っています。
http://cloud.gakunin.jp/

基盤＞3.クラウド
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（3）⼤学へのNII研究データ基盤の導⼊⽅法（情報基盤
センター、図書館および各部局との連携）
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管理基盤GakuNin RDMの導⼊について
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第1〜3回GakuNin RDM評価試験の参加機関
機関名 分野 参加回

北海道⼤学 情報基盤センター 情報基盤センター 1
東北⼤学 サイバーサイエンスセンター 情報基盤センター 1
東京⼤学 情報基盤センター 情報基盤センター 2
名古屋⼤学 情報基盤センター 情報基盤センター 2
京都⼤学 情報環境機構 情報基盤センター 1
⼤阪⼤学 サイバーメディアセンター 情報基盤センター 1
九州⼤学 情報基盤研究開発センター 情報基盤センター 1
名古屋⼯業⼤学 情報⼯学専攻 情報基盤センター 1
岩⼿⼤学 情報基盤センター 情報基盤センター 3
⼤阪府⽴⼤学 情報システム研究センター 情報基盤センター 3
⾦沢⼤学 総合メディア基盤センター 情報基盤センター 3
広島⼤学 情報メディア教育研究センター 情報基盤センター 3
徳島⼤学 情報センター 情報基盤センター 3
東京⼤学 附属図書館 アジア研究図書館 図書館 2
九州⼤学 附属図書館 図書館 1
千葉⼤学 アカデミック・リンク・センター 図書館 3
慶応義塾⼤学 ⽂学部 図書館 2
理化学研究所 情報基盤センター 計算機科学 2
国⽴環境研究所 地球環境研究センター 環境学 1
物質・材料研究機構 材料科学 2,3
東京⼤学 医科学研究所 タンパク質科学 2
東京⼤学 先端科学技術研究センター ゲノム科学 2
会津⼤学 先端情報科学研究センター 宇宙情報科学 2
福島県⽴医科⼤学 附属病院 臨床研究センター 臨床薬理学 2
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第1回平成29 年2⽉23⽇（⽊）〜 3⽉17⽇（⾦）
第2回平成29 年10⽉12⽇（⽊）〜 11⽉12⽇（⽇）
第3回平成30年6⽉4⽇（⽉）〜 6⽉29⽇（⾦）

テストユーザ数︓約100名

データ管理基盤



研究データ管理基盤の今後
• NIIの研究データ管理基盤GakuNin RDMは、
2020年度後半に本稼働を予定。
• これまでに、全国の学術機関の情報基盤セン
ターや附属図書館を対象に、三回の評価試験を
実施。国内の学術機関18組織のシステム導⼊に
関わる教職員約100名程度が参加・試⽤。
• 2018年度第3四半期には中⻑期的なオープン
ベータテストの案内を予定。GakuNin RDM の
実証実験にご協⼒いただけますよう、よろしく
お願いいたします。
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データ管理基盤



公開基盤WEKO3の導⼊について
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WEKO3への移⾏について
• WEKO2からの移⾏
• JPCOARと連携しツールを開発予定(2019年度)

• JAIRO Cloudは⾃動移⾏
• JPCOARマッピングは新IRDB・JPCOARメタデータTFと協⼒

し、可能な範囲で実施
• 利⽤機関様の独⾃ルールがある場合は対応困難

• 最終確認は機関に依頼予定（ご協⼒お願いします）

• WEKO2以外からの移⾏
• JPCOARと連携しニーズに応じてツールを開発予定

(2020年度以降)
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データ公開基盤



JPCOARスキーマへの移⾏イメージ

Junii2マッピング情報

WEKO2の構造情報

<jpcoar:creator>
<jpcoar:nameIdentifier nameIdentifierURI="http
s://ci.nii.ac.jp/nrid/9000006793919" nameIdent
ifierScheme="nameIdentifierScheme">90000067939
19</jpcoar:nameIdentifier>
<jpcoar:creatorName xml:lang=”en“>林,正治
</jpcoar:creatorName>
<jpcoar:creatorAlternative xml:lang=”en">Hayas
hi, Masaharu</jpcoar:creatorAlternative>
<jpcoar:affiliation>
</jpcoar:creator>

マッピング
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移⾏スケジュール（案）
2018年度 2019年度 2020年度 備考

1 2 3 4 1

数機関程度

500機関程度

開発

次期JCテスト
移⾏ツールテスト、
移⾏試験を含む 次期JCバグ

フィックス
移⾏

移⾏説明会

1. 2018年中頃︓移⾏スケジュール（概要）公表
2. 2019年1⽉頃︓実験参加機関の選定
3. 2020年1⽉頃︓機関ごとの移⾏スケジュール通知
4. 2019年度第2-3四半期︓移⾏説明会の開催
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公開基盤の今後
• 新JAIRO Cloud（WEKO3）は2020年度サービスイン予定

• 旧JC（WEKO2）機能は原則実装。部分的な機能変更、デザイン変更
の可能性あり

• 旧JCで利⽤可能なNC2モジュールのうち需要の⾼い機能に限り実装。
サイトデザイン変更が⽣じる可能性あり

• Yハンドルの新規発⾏は停⽌。運⽤は継続
• 旧JAIRO Cloudから新JAIRO Cloudへの移⾏は原則⾃動実施

• 利⽤機関様には移⾏後データの最終確認およびデザイン確認を依頼
予定

• JPCOARへのマッピングは新IRDBおよびJPCOARメタデータTFと連携し、
実装予定。機関の独⾃運⽤がある場合は対応困難

• 次期JCのテストを2019年度実施予定
• ご協⼒頂ける機関様がありましたら、お声がけください

92

データ公開基盤



検索基盤CiNii Researchの導⼊
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検索基盤の今後
•NIIのサイトでWebサービスとしての提供
•知識グラフ構築
•名寄せとリンク作成
•リンクを含んだメタデータはまだ少なく、増えていくのに期待
•他からエンティティやリンクを抽出できるか
•国際協調
• IRDB: OpenAIRE
•知識グラフ: SCHOLIX, LOD

•分野間連携
•情報学
•社会科学
•⽣命科学

94

データ検索基盤



海外連携先

連携内容

• Invenioは、CERNが
提供する複数のデー
タベースの基礎とな
るシステム

• Invenioをベースに公
開基盤を構築

• ソースコードの提供
• 内部ドキュメントの

共有
• 定期的なTV会議によ

るプロジェクト連携

• OpenAIREは、
H2020のサポート
で運⽤されるディス
カバリーサービス

• メタデータ連携
• テキストマイニング

に関する技術的連携
• ナレッジグラフ構築

に関する技術的連携

• Open Science 
Framework (OSF)
は、⽶国NPOのCOS
が開発・提供する
サービス

• OSFを機能拡張し管
理基盤を構築

• ソースコードの提供
• 内部ドキュメントの

共有
• プロジェクト管理シ

ステム上での連携

国際協⼒体制
データ公開基盤 データ検索基盤 データ管理基盤

基盤＞5.オープンサイエンス
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研究データ基盤の整備計画
平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

整
備
計
画

海
外
連
携

国
内
連
携

１．データ管理基盤開発

２．データ公開基盤開発

３．データ検索基盤開発

【実験連携】
⼤学ICT推進協議会

⼤学の情報環境の在り⽅検討会オープンサイエンス対応WG等

【管理基盤開発協⼒】情報基盤センター⻑会議
クラウドコンピューティング研究会

オープンアクセスリポジトリ推進協会

【メタデータ標準策定】
COAR,  OpenAIRE

【国際検索サービス連携】
OpenAIRE

【管理基盤共同開発】
Center for Open Science

試験運⽤ 本格運⽤実証実験

シ
ス
テ
ム
統
合

H29︓基本的な機能の開発
H30︓実証実験・技術検証・機能拡充
H31︓試験運⽤・フィードバックによる改善

H30-32︓機関として実証実験・試験運⽤に参加

仕様策定連携 機能開発連携 実験準備連携

【管理基盤共同研究利⽤連携】
European Open Science Cloud

運⽤連携実験・試験運⽤連携

当該WGや協会にタスクフォースを設け、要件定義
や各種課題の検討、運⽤参加の振興等に従事するこ
とを想定
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【公開基盤共同開発】
CERN

現在



まとめ
• 国⽴情報学研究所（NII）では、学術機関向けに研
究公正や研究推進を⽀援するための３つの研究
データ基盤サービスを開発しています。
• 研究データ管理基盤︓GakuNin RDM、
• 研究データ公開基盤︓WEKO3、
• 研究データ検索基盤︓ CiNii Research

• 相互にシステム連携を⾏うように設計されており、
学術論⽂と研究データを関連させた管理・公開・
検索が⾏えるようになります。
• 各サービスでは2020年度後半の本稼働を⽬指し、
評価試験や実証実験が予定されています。
• GakuNin RDM実証試験︓2018年度第3四半期
• 次期JAIRO Cloud (WEKO3)テスト︓2019年度第2四半期

• NIIオープンサイエンス基盤研究センターまでお問
い合わせください。(rcos-office@nii.ac.jp)
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